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事例報告

はじめに

　福岡大学スポーツ科学部のアクア・スポーツ

実習(特別実習「水泳」海浜実習)は，福岡大学体

育学部発足時の昭和46年から実施され，本年度

(平成27年)で45回目となる．本実習は，これまで

「遠泳」を基盤とした実習で，履修した学生は先

導する指揮船と先頭を泳ぐ水泳部の学生を目標に

3人で縦隊列を組み，潮の流れを把握しながら，

監視船と補助員のサポートによって，2時間以上

に亘って海を泳ぎ続ける内容で実施されてきた．

しかしながら，平成10年の学部改組転換によっ

て，これまでの「遠泳」中心の実習内容に，マリ

ンスポーツ等のレクリエーショナルスポーツを取

り入れ，履修する学生のニーズに対応しながら現

在の実習に至っている．

　本年度は，これまでのアクア・スポーツ実習の

様々な問題点，さらに今後の学生のニーズに対応

していくためにも，実習内容および実習場所を大

幅に変更することにした．そこで，水に関わる教

育について「泳げる」ということの重要性，本年

度のカリキュラム改正に至る経緯， 新カリキュ

ラムの実習報告，さらに今後の課題や問題点も踏

まえて，アクア・スポーツ実習について考えてみ

たい．

Ⅰ．水に関わる教育について
１．「泳げる」ということ

　学校体育における水泳の授業の役割は，ただ単

に4種目を泳ぐことで泳力や泳技術を身につける

のではなく，陸上とは異なる特殊な環境で行われ

る運動として「水の特性」を十分に理解し，また

自然界において水と共有することの重要性を教育

することである．さらに水中で行われる運動は，

関節への負担が軽減され，骨格筋や心筋，呼吸循

環器系に刺激を与えることができる運動領域であ

り，様々な年齢層における健康の維持・増進に役

立つということ，そして水害や災害などによる水

難事故発生時において，人命救助はもちろんの
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こと，自己の身体をコントロール(水の中で浮遊

する)できるような自己保全能力を身につけるこ

と，「泳げる」ということはこれらの教育的効果

が含まれている．これは学校体育(小中高)の学習

指導要領7) 8) 9)にも明記されており，特に児童の段

階から水に対する苦手意識を克服させるためにも

専門性の高い指導が必要であるとされている．

　福岡大学は，昭和42年に当時では貴重な50mの

室内温水プールが設置され，全学部生が身体運動

の必要性を学ぶために，必修科目として生涯ス

ポーツ演習(アクアスポーツ・フィットネス，そ

の他の各種スポーツ)が開講されている．本学の

スポーツ科学部も，水中で行われる運動の専門性

を高めるために「水泳Ⅰ」が必修科目として位置

づけられ，クロールと平泳ぎを中心に一定のノル

マを達成することで単位が認められており，健

康・運動指導にも繋がる基礎知識と泳力および泳

技術を身につけるためのカリキュラムも導入して

いる．さらに「水泳Ⅱ」では，競泳4種目を含む

個人メドレーに加えて，水中球技種目である水

球，さらにヌードル棒や水中ダンベルを活用した

水中ウォーキングやアクアエクササイズ，救命胴

衣・マスク・フィン・スノーケルの使用法，さら

に水の特性を生かした水泳の運動領域とその危険

性に関する講義も実施している．

２．海での水泳指導

　遠泳を主体とした海での実習は，歴史的に日本

各地で実施されており，大学教育の古くは1902年

から，東京高等師範学校(東京教育大学を経た現

在の筑波大学)において，四方を海に囲まれてい

る我が国で生命を守るべき水泳教育の重要性と，

国民皆泳が提唱されることにより，当時の嘉納治

五郎校長の「将来教師となる者は遊泳の心得がな

くてはならない」との考えのもと臨海実習として

実施されている17)．当時，水泳の授業を実施する

にあたって，プールは最も貴重な運動施設であっ

たため，水泳に関する教育は主に自然界(川や海

など)で実施され，古式泳法(主に各流派の優れた

点を取り入れた水府流大田派)の指導法を取り入

れて引き継がれてきた．のちに筑波大学の臨海実

習は，1995年から従来の遠泳以外に，多彩なマリ

ンスポーツのプログラムを導入した教材研究が行

われたが， 十分な水泳能力を持たない履修者が

増加したことで，1999年の再カリキュラム改革に

よって，人の命を守るための「水泳教育の意義」

を念頭に，再び安全面を考慮しながら，マリンス

ポーツのオプションを大幅に縮小し，現在は「遠

泳」を中心に実習が実施されている18)．

Ⅱ．福岡大学の海における実習について

１．アクア・スポーツ実習の歴史

　福岡大学体育学部創設当時のアクア・スポーツ

実習は，昭和46年から３年次生の必修科目として

カリキュラムに導入された．当初は運動方法実習

Ⅱの集中として「海浜実習」という名称で実施さ

れている．当時の福岡大学体育学部は，体育ス

ポーツの指導者を養成するにあたって，シーズン

に亘って自然の中で行うスポーツを体験させるべ

く，安全対策を習得させるべきとのカリキュラム

理念があり，この理念に基づいて，海浜実習は体

育学部の特別実習として最初に実施された．のち

に昭和46年度(47年2月)からスキー実習，昭和47

年度からはキャンプ実習が実施されている．

　実習場所は，かつて佐賀大学が海浜実習を行っ

ていた唐津市幸多里の浜が選定された(当時の梶

山彦三郎，峯重新二郎，金森勝也，北原滋夫，田

口正公らが現地の下見と宿舎を交渉)．そして唐

津市佐志小学校前の玄洋館を本部として実習を行

うことが決定された．しかし，300名にもおよぶ

学生を一度で収容できる施設・設備がなく，結

果的に8箇所の民宿を利用して前段と後段に分け

て，学生は入れ替えて，指導教員は通しで実施さ

れた．田口正公による企画原案により，学部のほ

とんどの教員が参加し，民宿や玄洋館，唐房漁業

組合の方々の全面的協力を得ての海浜実習であっ

た．

　海浜実習に先立ち，隊列泳を海で実施するため

の泳力と泳技術を身につけるために，プールでの
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事前実習も手厚く行われた．プール実習は，他者

との足並みを揃えるための協調性を培うこと，隊

列を乱さぬよう泳ぎ続けるための集中力を養うこ

と，自然界の危険性を知ること，さらには自己保

全能力を身につけることを念頭に置いて実施され

た．

海浜実習の目的

海浜実習は海という大自然を理解し，その中で自

己の能力の限界に挑戦し，厳しさを克服し，泳力を

高めるとともに，集団生活を通して，協力や相互の

人間理解，時間やルールを厳守する態度を養う目

的で企画する．（田口正公 記）

　当時の遠泳は幸多里の浜から出発し，唐津港湾

を横断して，佐志の浜まで約3時間半の大遠泳が

挙行された．途中で潮流に向かい，1時間近く苦

闘しながら泳ぎ，浜にたどりついた時には，全員

が抱き合って喜びをかみしめたことが，学部創設

20周年記念誌21)に綴られている．しかし，その後

は唐津港湾の工事のため，幸多里の浜湾内の遠泳

へと切り替えられた．のちに宿泊収容能力と唐津

湾の大型船の船錨置規制による幸多里の浜湾内の

海水汚染などにより，17年間にわたり実施してき

た唐津市佐志幸多里の浜から，福岡県糸島郡二丈

町深江海岸へと実習場所を移し，そこで27年間実

施されて現在に至る(当時の指導内容は資料１を

参照)．

２．新カリキュラムに至った経緯

　これまで述べたように「遠泳」を中心とした実

習は時代とともに多彩なマリンスポーツのプログ

ラムが導入されてきている．福岡大学スポーツ科

学部では，平成10年の学部改組転換によって集中

実習に関するカリキュラムが改編され，アクア・

キャンプ・スキー・スケートの特別実習の履修方

法が大幅に変更された．その結果，アクア・ス

ケートのいずれかを選択，キャンプ・スキーの

いずれかを選択(健康運動科学科はキャンプ必修)

となり，必修科目として28年間にわたって実施さ

れてきたアクア・スポーツ実習も選択科目となっ

た．そして，履修する学生が年々減少するように

なり，さらに平成23年の科目選択の改正により，

キャンプ・スキー・アクアの実習から1種目を選

択(健康運動科学科はキャンプ必修)するように

なったため，アクア・スポーツ実習の魅力を理解

したうえで「遠泳」中心のアクア実習を希望する

学生はさらに減少した．この現状において，泳力

や泳技術のある学生の履修だけで実習を実施する

ことは，コストパフォーマンスの側面からも厳し

い状況となった．

　スポーツ科学部では，このカリキュラム改編の

期間中に元来の「遠泳」中心の内容から，水泳能

力の向上に加えて，マリンスポーツの魅力を高め

るべくアクア・スポーツ実習をより充実させるこ

とを目的とし，海浜で行うスポーツ(ボードセー

リングやシーカヤック)，海岸で行うレクリエー

ショナルスポーツ(ビーチバレーやビーチフラッ

グや大綱引き)，そして体験スクーバダイビング

やスノーケリングを導入するなど，多彩な実習内

容を考案してきた．しかしながら，アクア・ス

ポーツ実習を履修する学生は減少する一途にあっ

た．このような現状において，基本的に泳ぐこと

が好きで，さらなる水泳のスキルアップを求めて

アクア・スポーツ実習を希望する学生も存在し，

再び「遠泳」を主体とした海浜実習に戻すのでは

なく，スキルアップを目指す学生の要望に応える

べく，マリンスポーツを通じて，生命を守る水泳

教育の重要性について指導できる体育スポーツの

指導者を養成することを目的として，大幅なカリ

キュラムの改革に着手した．

３．新カリキュラムの妥当性

　最終的な教育機関となりうる大学で，体育・ス

ポーツ系の学部・学科における「学校体育におけ

る水泳の授業の役割」は大きいと考えられ，教職

課程を履修する学生や，体育・スポーツに関わる

指導者を育成するためにも「教育における水泳の

あり方」について考える機会を与えることは重要

である．しかし，水泳領域においてクロールや平
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泳ぎなどといった泳法が限定的に取り扱われ，水

泳＝競泳の一辺倒であることについて松原らは4)

言及している．また，清野らは3)高等専門学校の

1・2年生を対象に，水泳の授業において自己達成

評価法を取り入れて，泳ぐこと以外のアクアエク

ササイズを導入した授業改善を実施し「改善授業

を学生がどのように受けとめているのか」につい

ての調査と泳力の実態について調べた結果，小・

中学期に正課授業で水泳を学んでいるにも関わら

ず，2〜3割の学生に泳力が身に付いていないこと

を報告している．

　今回のアクア・スポーツ実習のカリキュラム改

正の目的は，学生のさらなるスキルアップにあ

る．カリキュラム改正に先立ち，平成25年度入

学のスポーツ科学部の学生295名を対象に，この

実習に関するアンケート調査を実施した結果，

次年度にアクア・スポーツ実習を履修したい(74

名:25%)または内容に変更があれば履修したい(92

名31%)と回答した学生が全体の56%であった．そ

の中で，スクーバダイビングのカリキュラム内容

を希望する学生は107名(64%)であった(図１)．水

中で実施されるスポーツは大きく分けて(1)水上

スポーツ，(2)水面スポーツ，(3)水中スポーツに

分けられ，この中でも水面下で行われるスポーツ

は呼吸が制限されるため危険性が高い．したがっ

て，海中スポーツであるスクーバダイビングは，

重器材の取り扱い，水中でのコミュニケーション

能力，気圧(水圧)の変化に対応するための知識，

海洋生物の危険性，トラブル発生時の対応力な

ど，より高度なスキルを身につけなければならな

い．つまり，スクーバダイビングを本格的に大学

教育の教材として取り入れることは容易ではな

い．しかし，本学では2年生時に「水泳Ⅰ」が必

修科目として位置づけられており，その授業を履

修している学生は基本的な泳力や泳技術を身につ

けている．(本年度の履修者の泳力については後

述する．)

４．新カリキュラムに伴う問題点と危険性

　我が国では，海や山などの自然環境を利用し，

教育の一環としてのレクリエーショナルスポーツ

が各地で実施されている．前述した通り，四方を

海に囲まれている我が国での当時の水泳教育は，

主に海や川で行われてきた．このように自然環境

で行われる実習は，特に悪天候の場合には非常な

危険を伴い，夏季シーズンの水難事故の発生率

は，交通事故をも上回るものと言及されている．

これまで福岡大学のアクア・スポーツ実習が行わ

図１　平成２５年度入学の学生（２９５名）を対象とした

　　　アクア・スポーツ実習の履修に関するアンケート調査結果
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れていた福岡県糸島市二丈深江海岸は，高波がほ

とんどなく，波も非常に穏やかで，遠泳に適した

環境であり，その地で海上保安庁や漁業組合のご

協力のもと，万全な安全体制をもって実施され，

45年間で水難事故は一度も起こらなかった．しか

し，今回の実習は沖縄北部の崎本部緑地公園沿岸

で実施されるため，特に台風の影響と海中の危険

生物について懸念された．そこで，実習内容およ

び実習地の変更に伴い，事前に岩本英明団長(兼

ドクター)と村上純副団長に御協力頂いて実習場

所の視察を行った．

　実習地から病院までの動線や，宿泊施設の安全

性，現地の病院におけるこれまでの事故への対応

についての事前調査を行った．また，現地での事

前プール実習および宿泊施設については，名桜大

学の遠矢英憲先生と田原亮二先生にご協力を頂

き，実習初日に貴学の講義室と潜水用プール等の

施設の借用を依頼し，現地視察および宿泊場所の

交渉と手配についてもご尽力を頂いた．実習地

(ダイビングポイント)は，阿部健司先生にも助言

頂き，まず，第一候補として崎本部緑地公園沿岸

を挙げ，北東・北西風の影響により実習が困難な

場合は，南西等への場所の変更が可能かどうかも

視野に入れて実習候補地を考案した．さらに，台

風が上陸した場合のプログラムの変更について

も，各先生の助言を頂いて事前に準備を行った．

　さらに学生に対しては，事前に行われた３回の

ガイダンス，プール実習，海浜実習で危険生物に

関する講義を実施した．特に「ハブクラゲ・ウミ

ヘビ・オニヒトデ・ゴンズイ・ガンガゼ・カツオ

ノエボシ・ウンバチイソギンチャク・オニダルマ

オコゼ・ハナミノカサゴ・ヒョウモンダコ・アン

ボイナガイ」これらの生物は，沖縄県衛生環境研

究所や沖縄県警も注意喚起している危険生物であ

る．沖縄の海には見たこともない魚や生物が生息

しているが，その危険性についても十分な指導が

必要である．

Ⅲ．新カリキュラムによる実習について

１．実習履修者

　平成27年度のアクア・スポーツ実習の履修者

は，福岡大学スポーツ科学部のスポーツ科学科お

よび健康運動学科に在籍する学生43名（男子:37

名，女子:6名）であった(表１)．そのうち36名が

スクーバダイビングコース，7名がスノーケリン

グコースを履修した．

２．実習担当者

岩本英明(団長)，村上純(副団長)，田場昭一郎(実

習責任者)，山口祐一郎・薄奈津美(装備・生活・

医療担当)，當眞裕樹・久芳恵里佳(渉外・運送・

表１　平成２７年度　アクア・スポーツ実習履修者
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会計・記録担当)，遠矢英憲・田原亮二(スノーケ

リング担当)，阿部健司・阿部順子(スクーバダイ

ビング担当)

３．実習期間

・プール実習

　平成27年8月2日(日)〜8月3日(月)

　平成27年8月9日(日)〜8月10日(月)

　(事前プール実習は，実技と講義を実施：表２)

・海浜実習

　平成27年9月8日(火)〜9月11日(金)

　(初日は潜水用ダイビングプールで実施：表３)

４．実施場所

・プール実習(福岡大学：室内温水プール)

・実習先プール実習(名桜大学：室内潜水用プール)

・海浜実習(崎本部緑地公園 海岸)

・宿舎(屋我地ビーチ：沖縄県名護市字屋我143番地)

５．実習内容

・プール実習

　全体を通して水中での基本トレーニングを

行った．学生を3グループに分け，3人の指導担

当者に加えて4名の補助指導者をプールサイドに

配置し，実習内容に応じてグループを再編成し

ながら実施した(指導内容は資料2を参照)．講義

は，National Association of Underwater Instructors

「NAUI」の教材(NAUI Scuba Diver)を用いて，2

名の専門指導者により実施し，スノーケリングコー

スの学生も一緒に共通して学科講習を行った．

・海浜実習

　4グループ(スクーバコース：3グループ)(スノー

ケリングコース：1グループ)に分かれて，各班の

学生の能力に合わせ，インストラクターの個別に

よる技術指導を行った．なお，実習終了後の連日

とも，スクーバダイビングコースはLog Bookを記

載させ，スノーケリングコースは海中で見た海洋生

物に関する資料を収集してレポートを作成させた．

表２　平成２７年度　プール実習の日程

アクア・スポーツ実習の開講式の風景
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６．実習履修者の泳力

　履修した学生の「水泳Ⅰ」の実技テストの結

果を全体的に見ると，3分間平泳ぎの平均距離

は158.66m (±30.51)，50mクロール泳の平均タイ

ムは35.40 (±5.88)であった(表1)．これは「水泳

Ⅰ」における満点評価(男子：平泳ぎ160m以上・

クロール34秒以内) (女子：平泳ぎ150m以上・ク

ロール39秒以内)に相当する結果であり，椿本ら
17)18)の臨海実習報告における履修者の泳力レベル

と比較しても，非常に高い泳力と泳技術を身につ

けていることがわかる．また，今回の履修者は，

クロールのタイムに関して男女差はあまりなかっ

たが，平泳ぎに関しては女子の方が記録が高かっ

た．これは，女子の履修者数が少なく，その履修

者のほとんどが水泳経験者であることが影響して

いる．

　これらの結果は，従来の「遠泳」を主とした海

浜実習も十分に達成できるだけの泳力であり，実

際の実習において隊列泳を実施した際，様々な泳

法で泳がせても隊列を乱すことはなかった．した

がって，新カリキュラム導入の目的である「さら

なる水泳のスキルアップ」が十分可能なレベルの

学生が履修していることが伺える．

Ⅳ．実習の成果について

　本年度はカリキュラム改正の初年度ということ

もあって，実習に至るまで幾度となく履修者を

集ってガイダンスを実施した．そして最終的に履

修した43名全員が，途中で離脱することなく，実

習先での事故やトラブルもなく無事にアクア実習

を終了した．

表3　平成27年度アクア・スポーツ実習日程
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１．プール実習

　8月2日(日)午後のプール実習は全体練習でレッ

スン1〜3までを3名の指導者で担当し，レッスン

4はスクーバダイビングコースとスノーケリング

コースに別れて実施した(資料２)．実習中はダイ

ビングの基本であるバディ形式を徹底して意識さ

せ，休憩を取りながら4時間近くも手厚い指導が

行われた．全ての実習が終了した後にほとんどの

学生が「初日の実習が最も辛かった」との内容で

あった．2日目以降の実習(レッスン4)は各コース

に分かれて実施した．スクーバダイビングコース

は重器材を着用，スノーケリングコースは軽器材

の着用により，専門的な技術指導が行われた．履

修した学生は，もともと泳力の高い学生にであっ

たが，さらにプール実習において，マリンスポー

ツや救助法に関する専門的な技術や知識も習得す

ることができ，海での実習に備えることができた．

２．海浜実習

　海での実習期間中は４日間とも晴天に恵まれ，

水温30度前後の非常に良いコンディションで実習

が行えた．初日の実習は，実技と講義の2グルー

プに分けて実施した．名桜大学の潜水用ダイビン

グプールでの実技指導は，8月のプール実習以来

1ヶ月ぶりに行われたため，重器材の取り扱いに

戸惑いが見られ，また各グループの学生の入替わ

りにも時間を要し，結果的には実技実習後の夕方

のスケジュールが1時間程度遅れた．しかし，2日

目および3日目の海での実習は，両日共に時間通

り実習が進み，特に事件事故やトラブルもなく無

事に終了した．ダイビングインストラクターによ

ると，今回の履修者は，通常も体育・スポーツに

携わるスポーツ科学部の学生であるため，一般の

スクーバダイビング受講者よりも基礎体力および

基礎泳力が非常に高く，また技術面の習得に関し

ても，修正能力が高いとの評価であった．

　結果的に，スクーバダイビングコースを履修し

図２　平成２７年度　アクア・スポーツ実習履修者の属性

図３	 「教育の教材」としてのスクーバダイビングにつ

いて（５段階評価）

潜水用ダイビングプールでの実習風景
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た学生は，全員がCカード(スクーバダイビングで

一定の技能講習を終了した者の技能認定が認めら

れるCertificationカード)を取得することができ，

スノーケリングコースを履修した学生は，スノー

ケラー認定書を取得し，同時にスクーバダイビン

グのCカードを取得するための講義は全て終了し

た．さらに，スタンドアップパドルやシーボーン

アートも経験することができ，両者とも非常に満

足した様子であった．

３．アンケート調査の結果

　平成27年度にアクア・スポーツ実習を履修した

学生に対して，新カリキュラムに関するアンケー

ト調査を実施した(資料3)．アンケート調査は，

個人情報保護と得られた情報の公表に関して，文

スクーバダイビングの海中での餌付け

中で学生の同意を得ることにより，倫理的な配慮

を行い，アンケート調査の回答率は100%であっ

た．また，アクア実習履修者が所属する運動部

は，野球が12名で最も多く，次いで水泳と陸上で

あった（図２）．

＜実習の内容について＞

　図３は「教育の教材」としてのスクーバダイビ

ングに関する５段階評価の結果を示した．アン

ケート調査の結果は，実習内容についての満足度

(4.65)，教育の教材として適正(4.67)，専門的な知

識の習得(4.37)と，非常に高い評価で，昨年度か

ら大幅にカリキュラムを改革したことによって，

履修した学生が実習内容に満足し，よりスキル

アップできたことが伺えた．また，実習内容の危

険性について(2.42)は，学生らが今回の実習に安

全・安心を持って参加できた事が伺える．しかし

来年度以降も，事前の準備はもちろんのこと，海

という大自然を十分に理解し，危険生物等の対応

に関して緊張感を持って，手厚く取り組んでいか

なければならない．

＜実習の満足度について＞

　図４は，この実習に関する満足度の５段階評価

の結果示した．この結果から，本実習を履修して

よかった(4.77)，友人や後輩に進めたい(4.47)，マ

リンスポーツが好きになった(4.53)，さらに，機

会があればより高い資格を取得したい(3.91)とい

う結果であった．しかし，将来的にスクーバダイ

ビングに関わる仕事がしたい(2.65)という結果か

ら，今後はアンケートの自由記述内容にもあった

ように，アドバンススクーバダイバー，スペシャ

ルティダイバー，マスタースクーバダイバーな

ど，マリンスポーツ等の指導者を目指す学生を育

成できるように「アクア・スポーツ実習Ⅱ」など

の設置も視野に入れ，指導資格者までにスキル

アップできるようなカリキュラムも考案していき

たい．

図４　アクア実習の満足度について（５段階評価）
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Ⅴ．総括

　一般的に「泳げる」ということを客観的に判定

する場合は，可泳距離（どの程度の距離を泳げる

か）と可泳速度（ある距離をどの程度速く泳げる

か）によって判定される．特に小学校のプールの

ほとんどが25mプールであり，「25mを立たずに

泳ぐこと＝泳げる」という認識があるように見受

けられる．しかし，今回のアクア実習のように，

実際に海で大自然と共有しながら泳ぎ続けるため

には，水中での呼吸法と浮遊する能力を身につけ

ることは必然であり，何よりもこの実習におい

て，自己保全能力に対する自己責任，さらに水中

のバディ形式による指導で，他者にトラブルが発

生した際に気を配る責任感を培うことが出来た．

これは，実技実習の教育に基づく教材として非常

に重要な要素であり，当時の福岡大学体育学部の

カリキュラム理念「体育スポーツの指導者を養成

するにあたって，シーズンに亘って自然の中で行

うスポーツを体験させるべく，安全対策を習得さ

せる」とも併存する．

　この実習を通じて，スポーツ科学部で「水泳

Ⅰ」が必修科目として位置づけられ，水泳に関し

ての基礎的な知識，さらには泳力と泳技術を身に

つけるためのカリキュラムが導入されていること

の重要性を感じた．さらに，アクア・スポーツ実

習を履修した理由に「スクーバダイビングの導

入」「資格(Cカード)取得」「沖縄の海という環

境」の回答が圧倒的に多かったことから，新しい

プログラムと資格取得の導入，そして実習地の変

更は効果的であった．また，スポーツ科学部の学

生が海という大自然に興味を持っていることも

判った．アンケートの自由記述内容やアンケート

調査結果からも，カリキュラム改正に伴い，学部

生の要望に応えることが出来たことが何よりの歓

喜である．

　ダイビングコースで資格(Cカード)を取得した

学生は，これを機にさらにスクーバダイビングの

経験を積み，アドバンススクーバダイバー，スペ

シャルティダイバー，マスタースクーバダイバー

等へステップアップしていくことを期待したい．

そしてスノーケリングコースの学生は，ダイビン

グカードを取得するための実技演習にチャレンジ

し，有資格者を目指して欲しい．次年度からも，

次世代の体育・スポーツの指導者を養成するにあ

たって，このアクア実習がより充実した内容にな

るよう努めていきたい．
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